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は
じ
め
に

今
か
ら
五
〇
年
前
の
一
九
六
三
年
八
月
二
八
日
、
い
わ
ゆ
る
ワ
シ

ン
ト
ン
大
行
進
の
際
に
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ル
ー
サ
ー
・
キ
ン
グ

（M
artin Luther K

ing, Jr.

）
牧
師
が
行
っ
た
演
説
「
私
に
は
夢
が

あ
る
」
は
、
人
種
の
平
等
と
差
別
の
撤
廃
を
訴
え
る
公
民
権
運
動
の

最
高
の
到
達
点
と
し
て
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
同
じ
日
の
同
じ
会
場

で
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
ラ
ビ
（
聖
職
者
）
で
あ
る
ヨ
ア
キ
ム
・
プ
リ
ン
ツ

（Joachim
 Prinz

）
は
、
キ
ン
グ
牧
師
に
先
立
っ
て
演
説
を
行
っ

た
。
彼
は
、「
ナ
チ
ス
政
権
下
の
ド
イ
ツ
で
ラ
ビ
を
し
て
い
た
者
と

し
て
」、
最
も
恥
ず
か
し
く
悲
劇
的
な
こ
と
は
偏
狭
や
憎
悪
に
対
し

て
沈
黙
・
傍
観
す
る
こ
と
だ
と
説
き
（M

eyer 2008: 261

）、
ユ
ダ

ヤ
人
の
歴
史
的
経
験
と
黒
人
の
そ
れ
を
結
び
つ
け
た
の
で
あ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
公
民
権
運
動
あ
る
い
は
黒
人
の
権
利

獲
得
に
比
類
な
き
積
極
的
姿
勢
を
見
せ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

先
行
研
究
に
よ
る
と
、
国
の
人
口
に
占
め
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
割
合
は
約

三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
の
に
対
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
公
民
権

運
動
に
参
加
し
た
白
人
の
半
分
か
ら
三
分
の
二
が
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
っ

た
と
言
わ
れ
る
（Garza 1995: 149

）。
一
九
六
四
年
六
月
に
は
、

三
人
の
公
民
権
活
動
家
が
ミ
シ
シ
ッ
ピ
州
で
黒
人
教
会
の
焼
き
討
ち

事
件
の
調
査
に
出
か
け
た
ま
ま
行
方
不
明
と
な
り
人
種
差
別
主
義
者

に
よ
り
殺
害
さ
れ
る
事
件
が
起
こ
っ
た
が
、
う
ち
白
人
で
あ
る
二
人

は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
出
身
の
若
い
ユ
ダ
ヤ
人
だ
っ
た
（K

aufm
an 

1995: 15-17
）。
こ
の
痛
ま
し
い
事
件
は
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
映

画
『
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
・
バ
ー
ニ
ン
グ
』（
ア
ラ
ン
・
パ
ー
カ
ー
監
督

作
品
、
一
九
八
八
年
）
と
し
て
、
国
際
的
に
も
人
々
の
記
憶
に
残
る

特
集
２ 

「
三
つ
の
祖
国
」
に
生
き
る
越
境
者

ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
と
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
大
学

―
―
「
社
会
的
正
義
」
の
ホ
ー
ム
と
し
て
の
可
能
性

北　

美
幸
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こ
と
と
な
っ
た
。

本
稿
で
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
初
め
て
で
唯
一
の
世
俗
的
ユ
ダ

ヤ
人
大
学
で
あ
る
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
大
学
の
学
生
・
教
員
の
公
民
権
運

動
へ
の
関
わ
り
を
み
る
。
こ
の
時
期
の
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
の
学
生
は
約

八
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
っ
た
が
、
数
的
な
こ
と
だ
け
が

同
大
学
を
取
り
上
げ
た
理
由
で
は
な
い
。
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
が
展
開
し

て
き
た
教
育
に
お
け
る
差
別
や
人
種
隔
離
に
対
す
る
闘
い
お
よ
び
大

学
設
立
の
経
緯
か
ら
、
一
九
四
〇
年
代
か
ら
一
九
六
〇
年
代
あ
る
い

は
現
在
に
ま
で
い
た
る
彼
ら
の
信
念
の
連
続
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
結
論
を
や
や
先
取
り
す
れ
ば
、
ブ
ラ
ン
ダ
イ

ス
大
学
は
、
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
が
抱
い
た
「
差
別
の
な
い
」

「
社
会
的
正
義
」
の
理
想
を
実
現
す
る
基
地
（
ホ
ー
ム
）
と
し
て
の

役
割
を
担
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

本
稿
で
は
ま
ず
、
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
大
学
の
設
立
の
経
緯
と
そ
の
建

学
の
精
神
を
検
証
す
る
。
続
い
て
、
学
生
た
ち
の
公
民
権
運
動
へ
の

参
加
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
事
例
を
紹
介
す
る
。
さ
ら
に
、
同
大

学
に
お
け
る
ア
フ
リ
カ
お
よ
び
ア
フ
ロ
・
ア
メ
リ
カ
ン
研
究
学
科
設

置
の
経
緯
に
つ
い
て
も
述
べ
る
。
以
上
を
、
主
に
一
次
史
料
と
し
て

同
大
学
の
学
生
新
聞
『
正
義
（Justice

）』
を
用
い
な
が
ら
明
ら
か

に
す
る
。

Ⅰ
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
大
学
の
創
設
と
そ
の
精
神

１
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
系
高
等
教
育

機
関
の
歴
史
的
展
開
と
「
割
当
制
」
の
問
題

一
九
四
八
年
一
〇
月
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ウ
ォ
ル
サ
ム
に
、

ユ
ダ
ヤ
人
の
支
援
に
よ
る
世
俗
的
大
学
（Jew

ish-sponsored 
secular university

）
で
あ
る
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
大
学
が
開
学
し
た
。

「
人
民
の
弁
護
士
」
と
し
て
名
高
く
、
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
と
し

て
初
の
連
邦
最
高
裁
判
事
と
な
っ
た
ル
イ
・
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス（Louis 

D
. Brandeis

）
の
名
を
冠
し
、
開
学
後
わ
ず
か
五
年
で
ニ
ュ
ー
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
大
学
協
会
か
ら
の
正
式
認
定
を
受
け
た
、
大
学
院
博
士
課

程
ま
で
を
持
つ
学
術
的
に
も
極
め
て
レ
ベ
ル
の
高
い
大
学
で
あ
る
。

ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
大
学
の
設
立
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
に
と
っ
て
、
長

い
こ
と
夢
見
て
は
破
れ
て
の
繰
り
返
し
の
末
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
実

際
、
一
九
世
紀
の
中
頃
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
ユ
ダ
ヤ
人
向
け
の

高
等
教
育
機
関
の
設
立
が
試
み
ら
れ
て
き
た
。
一
八
六
七
年
に
は
、

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
大
学
が
設
立
さ
れ
た
が
、
同

大
学
は
一
八
七
三
年
に
閉
校
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
一
八
七
五

年
に
ヘ
ブ
ル
ー
・
ユ
ニ
オ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
が
シ
ン
シ
ナ
チ
に
、
一
八

八
七
年
に
ジ
ュ
ー
イ
ッ
シ
ュ
・
セ
オ
ロ
ジ
カ
ル
・
セ
ミ
ナ
リ
ー
・
オ
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ブ
・
ア
メ
リ
カ
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
設
立
さ
れ
た
（
羽
田 

一
九
九

三
：
二
〇
五
）
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
小
規
模
な
ラ
ビ
養
成
学
校
で
ユ

ダ
ヤ
学
の
科
目
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
や
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
の
各
派
が
設
け
た
よ
う
な
平
信
徒
の
た
め
の
大
学
は
設
立
さ

れ
ず
、
計
画
も
な
か
っ
た
。

ユ
ダ
ヤ
人
大
学
の
設
立
に
対
す
る
一
番
の
懸
念
は
、
非
ユ
ダ
ヤ
人

か
ら
の
差
別
で
あ
っ
た
。
一
八
八
〇
年
代
、
い
わ
ゆ
る
「
新
移
民
」

の
一
部
と
し
て
東
欧
系
ユ
ダ
ヤ
人
の
大
流
入
が
始
ま
り
、
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
に
居
住
す
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
数
は
一
八
八
〇
年
の
二
五
万
人
か

ら
一
九
二
四
年
の
四
二
〇
万
人
へ
と
激
増
し
た
（
野
村 

一
九
九
五
：

二
二
）。
こ
の
数
的
な
膨
張
、
ま
た
、
新
着
の
移
民
に
は
正
統
派＊

１

の

ユ
ダ
ヤ
教
徒
が
多
く
、
服
装
や
言
語
・
生
活
習
慣
な
ど
、
視
覚
的
に

も
目
立
つ
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
大
都
市
部
を
中
心
に
国
全
体

で
急
激
に
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

こ
う
し
て
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
な
ど
ユ
ダ

ヤ
人
学
生
数
の
多
い
大
学
は
、
一
九
一
〇
年
代
末
に
は
非
公
式
に
ユ

ダ
ヤ
人
学
生
の
入
学
を
制
限
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
二
二
年
六

月
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
ロ
ー
ウ
ェ
ル
（A

bbott Law
rence 

Low
ell

）
学
長
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
学
生
が
不
釣
り
合
い
に
学
生
集
団
の

中
の
高
い
割
合
を
占
め
て
い
る
と
い
う
理
由
で
、
彼
ら
の
入
学
を
制

限
す
る
計
画
を
発
表
し
た
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
が
「
割
当
制
」
を
導

入
す
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
は
、『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』
紙

の
第
一
面
で
報
道
さ
れ
、
か
な
り
の
注
目
を
集
め
た
（N

ew
 Y

ork 

T
im

es June 2, 1922 ＊
２

）。

一
九
二
三
年
、『
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
大
学
』
と
題
し

た
モ
ノ
グ
ラ
フ
の
中
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ラ
ビ
、
ル
イ
・
ニ
ュ
ー

マ
ン
（Louis I. N

ew
m

an

）
は
、
世
俗
的
ユ
ダ
ヤ
人
大
学
設
立
の

構
想
を
発
表
し
た
（N

ew
m

an 1923

）。
し
か
し
、
彼
の
提
案
は
受

け
入
れ
ら
れ
ず
、
実
を
結
ぶ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
校
あ
る
い
は
何

校
か
を
設
立
し
た
と
こ
ろ
で
、
差
別
に
遭
っ
た
ユ
ダ
ヤ
人
の
若
者
を

受
け
入
れ
る
に
は
、
ほ
と
ん
ど
解
決
に
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
た
の

で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
で
大
学
を
作
る
と
い
う
こ
と
は
、

学
問
の
場
に
ゲ
ッ
ト
ー
を
作
り
ユ
ダ
ヤ
人
が
孤
立
し
て
し
ま
う
こ
と

だ
と
主
張
す
る
者
も
多
か
っ
た
（Jew

ish T
ribune O

ct. 27, 1922

）。

２
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
展
開

第
二
次
世
界
大
戦
の
終
結
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
大
学
の
設
立
に
向
け
て

の
新
た
な
契
機
と
な
っ
た
。
若
者
た
ち
、
と
く
に
復
員
兵
た
ち
は
平

和
な
時
代
に
将
来
へ
の
思
い
を
馳
せ
、
今
ま
で
に
な
い
ほ
ど
教
育
を

求
め
た
。
高
等
教
育
機
関
在
籍
者
の
数
は
、
一
九
四
四
年
の
一
一
五

万
五
〇
〇
〇
人
か
ら
四
六
年
に
は
一
六
七
万
七
〇
〇
〇
人
、
さ
ら
に

四
八
年
に
は
二
六
一
万
六
〇
〇
〇
人
へ
と
飛
躍
的
に
増
加
し
た
が
、

そ
の
拡
大
の
大
部
分
は
復
員
軍
人
援
護
法
の
教
育
給
付
特
典
を
利
用

し
た
復
員
軍
人
で
あ
っ
た
（
中
島
・
池
田 

一
九
七
八
：
八
四
―
八

五
）。
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ユ
ダ
ヤ
人
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
大
学
設
立
の
夢
を
実

現
で
き
な
い
か
と
改
め
て
可
能
性
を
模
索
し
始
め
た
。
こ
の
計
画
の

実
現
の
先
頭
に
立
っ
た
の
が
、
国
内
で
最
も
影
響
力
の
大
き
い
保
守

派
ユ
ダ
ヤ
教
会
の
ラ
ビ
で
あ
り
、
後
に
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
会
議

の
会
長
と
な
る
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ゴ
ー
ル
ド
ス
タ
イ
ン
（Israel 

Goldstein

）
で
あ
っ
た
。

一
九
四
六
年
一
月
、
授
業
停
止
状
態
に
陥
っ
て
い
た
ミ
ド
ル
セ
ッ

ク
ス
大
学
の
敷
地
と
設
備
を
利
用
し
て
世
俗
的
ユ
ダ
ヤ
人
大
学
を
設

立
す
る
計
画
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
も
そ
も
、
同
大
学
が
授
業
停
止
状

態
に
陥
っ
た
理
由
も
複
雑
で
あ
っ
た
。
確
か
に
同
大
学
は
、
資
金
や

設
備
面
で
の
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
卒
業
生
は
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ

ツ
州
以
外
の
医
師
資
格
試
験
を
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
一
九
四
四
年
か
ら
は
、
同
州
に
お
け
る
受
験
資
格
も
認
め
ら

れ
な
く
な
っ
て
い
た
。
一
方
、
学
長
の
ラ
ッ
グ
ル
ズ
・
ス
ミ
ス
（C. 

Ruggles Sm
ith

）
は
、
米
国
医
師
会
お
よ
び
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

医
療
協
会
に
よ
る
医
師
資
格
認
定
の
拒
絶
自
体
が
、
人
種
・
宗
教
に

よ
る
差
別
・
い
や
が
ら
せ
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
。
実
際
、
一
九

四
四
年
に
在
籍
し
て
い
た
三
〇
〇
人
の
学
生
の
う
ち
、
八
五
パ
ー
セ

ン
ト
が
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
っ
た
（Goldstein 1951: 14, 17

）。

一
月
一
五
日
、
ス
ミ
ス
か
ら
の
手
紙
を
受
け
取
っ
て
か
ら
わ
ず
か

一
週
間
後
、
ゴ
ー
ル
ド
ス
タ
イ
ン
は
ミ
ド
ル
セ
ッ
ク
ス
大
学
の
キ
ャ

ン
パ
ス
を
訪
れ
た
。
彼
は
、
傷
ん
だ
建
物
や
そ
の
内
装
、
手
入
れ
が

さ
れ
て
お
ら
ず
雑
草
の
伸
び
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
と
も
に
、
ウ
ォ
ル
サ

ム
市
と
チ
ャ
ー
ル
ズ
川
を
一
望
で
き
る
立
地
に
深
い
感
銘
を
受
け

た
。
そ
し
て
「
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
本
来
的
に
偉
大
な
る
ユ
ダ
ヤ
人

大
学
の
敷
地
と
し
て
価
値
の
あ
る
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
、
こ
の
地

に
大
学
を
設
立
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
の
だ
っ
た
（Goldstein 

1951: 20

）。

し
か
し
な
が
ら
、
ユ
ダ
ヤ
人
大
学
の
設
立
に
対
す
る
否
定
的
な
意

見
は
根
強
か
っ
た
。
反
対
派
の
人
々
は
、「
ユ
ダ
ヤ
人
は
ユ
ダ
ヤ
人

の
大
学
に
行
け
ば
よ
い
」
と
い
う
差
別
の
言
い
逃
れ
の
口
実
を
与
え

る
こ
と
で
、
他
大
学
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
差
別
が
悪
化
す
る
の
で
は

な
い
か
と
心
配
し
た
。
ま
た
、
ユ
ダ
ヤ
人
大
学
を
設
立
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
国
内
に
お
け
る
集
団
と
し
て
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
存
在
を
否
応

な
く
目
立
た
せ
る
こ
と
に
な
る
も
の
だ
っ
た
。

３
「
差
別
を
行
わ
な
い
」
大
学
と
し
て

一
九
四
六
年
六
月
、
シ
カ
ゴ
で
開
催
さ
れ
た
全
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

関
係
諮
問
会
議
の
席
上
、
ゴ
ー
ル
ド
ス
タ
イ
ン
は
在
米
ユ
ダ
ヤ
人
団

体
の
代
表
ら
に
向
か
っ
て
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
を
撲
滅
す
る
た
め
に
は
あ
ら
ゆ
る

努
力
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
た
と
え
ば
、

割
当
制
を
行
っ
て
い
る
機
関
を
公
衆
の
批
判
に
さ
ら
す
で
あ
る

と
か
、
裁
判
所
は
認
め
な
い
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
の
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機
関
の
免
税
措
置
を
取
り
除
く
よ
う
に
訴
え
る
と
か
、
さ
ら
に

多
く
の
州
立
大
学
の
設
立
の
構
想
を
練
る
と
か
、
そ
う
い
う
こ

と
で
す
。
ア
メ
リ
カ
人
と
し
て
、
我
々
は
高
等
教
育
の
領
域
か

ら
非
ア
メ
リ
カ
的
な
方
針
を
取
り
除
く
努
力
を
す
る
権
利
と
義

務
が
あ
る
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
努
力
が
ど
の
程
度
成
功
す

る
の
か
、
あ
る
い
は
ど
の
く
ら
い
の
時
間
が
か
か
る
の
か
は
全

く
分
か
り
ま
せ
ん
。（
中
略
）

少
な
く
と
も
、
私
が
代
表
を
つ
と
め
る
光
栄
を
有
し
て
い
る

ユ
ダ
ヤ
人
の
支
援
に
よ
る
大
学
を
支
持
し
て
い
る
人
々
は
、
学

生
や
教
員
を
ユ
ダ
ヤ
人
に
限
定
す
る
こ
と
は
提
案
し
て
い
な
い

の
で
す
。
提
案
し
て
い
る
の
は
、
学
生
と
教
員
を
選
抜
す
る
唯

一
の
基
準
を
能
力
に
す
る
、
非
割
当
の
大
学
（non-quota 

university

）
な
の
で
す
。（Goldstein 1951: 127-128

）

翌
日
、
総
会
は
「
人
種
、
肌
の
色
、
信
条
に
か
か
わ
り
な
く
全
て

の
人
に
開
か
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
大
学
、
お
よ
び
ユ
ダ
ヤ
人
の
援
助
の
も

と
に
あ
る
高
等
教
育
機
関
を
合
衆
国
内
に
設
立
し
、
拡
大
す
る
最
近

の
動
き
を
、
満
足
を
も
っ
て
承
認
」
し
た
（Goldstein 1951: 58

）。

こ
う
し
て
、
ゴ
ー
ル
ド
ス
タ
イ
ン
お
よ
び
彼
の
支
援
者
た
ち
は
、

「
ユ
ダ
ヤ
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
た
め
の
大
学
」
で
は

な
く
、「
ユ
ダ
ヤ
人
が
資
金
提
供
を
す
る
、
差
別
の
な
い
大
学
」
を

ア
メ
リ
カ
の
地
に
作
る
こ
と
を
提
唱
す
る
こ
と
で
、「
ユ
ダ
ヤ
人
大

学
」
の
か
か
え
る
矛
盾
を
解
消
し
た
の
だ
っ
た
。

一
九
四
八
年
五
月
、
エ
イ
ブ
ラ
ム
・
サ
ッ
カ
ー（A

bram
 Sachar

）

が
初
代
学
長
に
就
任
し
、
一
〇
月
に
は
一
〇
七
人
の
学
生
と
一
三
人

の
教
員
で
授
業
が
開
始
さ
れ
た
。
大
学
で
は
、
非
差
別
の
方
針
が
曲

げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
は
当
初
か
ら
黒
人
学

生
を
入
学
さ
せ
た
。
一
九
五
二
年
に
は
、
約
四
〇
〇
人
の
学
生
の
う

ち
少
な
く
と
も
八
人
が
黒
人
で
あ
り
、
教
員
一
人
も
黒
人
で
あ
っ
た

（E
bony Feb. 1952: 59

）。
ま
た
、
非
宗
派
性
と
い
う
こ
と
に
関
し

て
も
、
一
九
五
五
年
ま
で
に
ユ
ダ
ヤ
教
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
、
カ
ト

リ
ッ
ク
の
三
つ
の
礼
拝
所
が
構
内
に
設
け
ら
れ
た
（Guerard 1956: 

53-54 ＊
３

）。
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
は
、
知
的
な
探
究
心
と
討
論
に
満
ち
た
場
を
醸
成

し
て
い
っ
た
。
一
九
五
六
年
に
は
、「
人
種
・
信
条
お
よ
び
国
籍
に

よ
る
分
断
と
障
壁
を
な
く
す
た
め
の
」
講
義
シ
リ
ー
ズ
が
開
始
さ

れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
講
師
が
招
聘
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
は
、
ロ

イ
・
ウ
ィ
ル
キ
ン
ス
（Roy W

ilkins

）
や
ラ
ル
フ
・
ア
バ
ナ
シ
ー

（Ralph A
bernathy

）、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ヤ
ン
グ
（A

ndrew
 

Y
oung

）
や
ケ
ネ
ス
・
Ｂ
・
ク
ラ
ー
ク
（K

enneth B. Clark

）
と

い
っ
た
黒
人
の
著
名
人
や
公
民
権
運
動
家
が
含
ま
れ
て
い
た

（Pasternack 1988: 133-134

）。
キ
ン
グ
牧
師
も
一
九
五
七
年
と
一

九
六
三
年
に
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
を
訪
れ
、
人
種
間
の
正
義
と
非
暴
力
に

つ
い
て
講
義
を
行
っ
た
（Justice A

pr. 9, 1957 ; Feb. 26, 1963

）。
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Ⅱ
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
大
学
と
公
民
権
運
動

「
差
別
を
行
わ
な
い
こ
と
」
に
対
し
て
妥
協
を
見
せ
な
い
大
学
の

姿
勢
に
影
響
さ
れ
、
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
の
学
生
た
ち
は
、
政
治
的
・
社

会
的
活
動
に
打
ち
込
む
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
五
〇
年
代
の
初
め
に

は
、
全
国
黒
人
地
位
向
上
協
会
（N

ational A
ssociation for the 

A
dvancem

ent of Colored People
＝
Ｎ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｐ
）
の
支
部
が
大

学
に
設
立
さ
れ
た
。
一
九
六
〇
年
代
に
入
る
と
、
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
の

学
生
・
教
員
・
卒
業
生
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
ボ
ス
ト
ン
で
、
そ
し

て
南
部
で
活
動
し
た
。

１
座
り
込
み
運
動
と
ボ
ス
ト
ン
地
域

ウ
ー
ル
ワ
ー
ス
店
舗
で
の
ピ
ケ

ウ
ー
ル
ワ
ー
ス
と
い
う
、
全
国
に
チ
ェ
ー
ン
展
開
す
る
ド
ラ
ッ
グ

ス
ト
ア
が
あ
っ
た
。
一
九
六
〇
年
二
月
、
そ
の
ノ
ー
ス
キ
ャ
ロ
ラ
イ

ナ
州
グ
リ
ー
ン
ズ
ボ
ロ
の
支
店
の
ラ
ン
チ
・
カ
ウ
ン
タ
ー
で
、
人
種

隔
離
さ
れ
て
い
な
い
施
設
で
食
事
を
で
き
る
権
利
を
求
め
て
、「
座

り
込
み
（sit in

）
運
動
」
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
運
動
は
、
ノ
ー

ス
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ナ
州
立
農
工
大
学
の
黒
人
学
生
た
ち
が
給
仕
を
拒
ま

れ
た
こ
と
に
よ
り
開
始
さ
れ
、
瞬
く
間
に
他
の
南
部
の
黒
人
大
学
に

広
ま
っ
て
い
っ
た
。

ボ
ス
ト
ン
で
は
、
二
月
二
三
日
に
開
催
さ
れ
た
Ｎ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｐ
の
会

合
の
際
、
こ
の
座
り
込
み
運
動
を
支
援
す
る
組
織
を
設
立
す
る
た
め

に
五
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
が
集
ま
っ
た
。
Ｎ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｐ
、
人
種

平
等
会
議
（Congress of Racial Equality

＝
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
）、
ブ
ラ

ン
ダ
イ
ス
、
ハ
ー
バ
ー
ド
、
そ
し
て
ク
エ
ー
カ
ー
・
フ
レ
ン
ズ
で

あ
っ
た
。
組
織
は
、
緊
急
公
共
統
合
委
員
会
（Em

ergency Public 
Integration Com

m
ittee

＝
Ｅ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
）
と
名
付
け
ら
れ
た
。

Ｅ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
ボ
ス
ト
ン
周
辺
の
ウ
ー
ル
ワ
ー
ス
の
店
舗
前
で
ピ
ケ

を
張
り
、
そ
の
南
部
の
店
舗
に
お
け
る
差
別
的
方
針
に
抗
議
す
る
こ

と
に
決
め
た
。
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
か
ら
は
、
約
七
五
人
の
学
生
が
二
月

二
七
日
に
行
わ
れ
た
ピ
ケ
に
初
め
て
参
加
し
た
。
グ
ル
ー
プ
は
四
つ

の
班
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
ブ
ル
ッ
ク
ラ
イ
ン
か
ら
ニ
ュ
ー
ト

ン
近
辺
の
地
域
を
担
当
し
た
。
午
後
一
時
に
大
学
を
出
発
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
目
的
地
へ
向
か
い
、
二
時
か
ら
四
時
ま
た
は
四
時
半
ま
で
ピ

ケ
を
張
っ
た
。
学
生
た
ち
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
の
非
暴
力
方
針
に
則
り
、

店
舗
の
前
で
小
冊
子
を
配
布
し
た
（Justice M

ar. 1, 1960

）。

学
生
た
ち
は
、
毎
週
土
曜
日
に
ピ
ケ
を
続
け
た
。
あ
る
時
、
彼
ら

は
、
交
通
が
麻
痺
す
る
ほ
ど
の
吹
雪
の
中
で
ピ
ケ
を
敢
行
し
た
。
三

月
に
は
、
中
間
試
験
の
最
中
に
も
ピ
ケ
を
行
っ
た
。
そ
の
間
も
Ｅ
Ｐ

Ｉ
Ｃ
は
組
織
と
し
て
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
。
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
、

ハ
ー
バ
ー
ド
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
、
ボ
ス
ト
ン
大
学
の
学

生
グ
ル
ー
プ
に
加
え
て
、
労
働
組
合
、
教
会
、
退
役
軍
人
の
グ
ル
ー



168

プ
も
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、会
員
は
四
〇
〇
人
を
超
え
た（Justice 

M
ar. 22, 1960

）。

Ｅ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
、
一
九
六
〇
年
の
春
の
間
ピ
ケ
を
張
り
続
け
た
。
ブ

ラ
ン
ダ
イ
ス
か
ら
の
参
加
者
は
一
〇
〇
人
以
上
に
増
え
た
。
四
月
に

は
、
ピ
ケ
は
ベ
ル
モ
ン
ト
、
レ
キ
シ
ン
ト
ン
、
ウ
ェ
ル
ズ
レ
ー
、

ニ
ュ
ー
ト
ン
ビ
ル
の
店
舗
に
ま
で
広
が
っ
た
。
多
く
の
店
舗
に
お
い

て
、
少
し
ず
つ
で
あ
る
が
確
実
に
売
り
上
げ
が
落
ち
て
き
た
。
店
舗

の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
た
ち
は
、
事
態
を
深
刻
に
と
ら
え
る
よ
う
に
な

り
、
と
う
と
う
本
社
に
、
南
部
の
店
舗
で
の
差
別
的
方
針
を
改
め
る

よ
う
要
望
を
出
し
た
（Justice A

pr. 5, 1960

）。

サ
ッ
カ
ー
学
長
は
、
三
月
二
二
日
に
『
正
義
』
紙
上
で
、
学
生
た

ち
の
活
動
を
支
持
す
る
旨
を
発
表
し
た
。
彼
は
、「
教
育
者
と
し
て

私
は
、
学
生
た
ち
が
時
に
は
罵
声
を
浴
び
な
が
ら
も
、
こ
の
重
要
な

社
会
問
題
の
た
め
に
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
い
で
い
る
こ
と
を
喜

ば
し
く
思
う
」
と
表
明
し
た
（Justice M

ar. 22, 1960

）。

Ｅ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
、
一
九
六
〇
年
の
学
年
度
が
終
わ
る
ま
で
ボ
ス
ト
ン

地
域
の
一
三
の
ウ
ー
ル
ワ
ー
ス
の
店
舗
で
ピ
ケ
を
展
開
し
た
。
参
加

者
の
数
は
少
な
く
な
っ
た
も
の
の
、
大
学
に
残
っ
た
者
た
ち
は
六
月

と
七
月
に
も
ピ
ケ
を
続
け
た
。
八
月
ま
で
に
、
六
九
の
南
部
の
ウ
ー

ル
ワ
ー
ス
の
店
舗
が
人
種
統
合
さ
れ
、
本
社
は
、
未
だ
人
種
隔
離
を

行
っ
て
い
る
残
り
の
店
舗
に
つ
い
て
も
統
合
す
る
計
画
を
作
成
し

た
。
ウ
ー
ル
ワ
ー
ス
が
す
べ
て
の
店
舗
の
人
種
統
合
を
行
う
と
誓
っ

た
の
で
、
Ｅ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
ピ
ケ
を
や
め
る
こ
と
を
一
九
六
〇
年
九
月
に

投
票
に
よ
り
決
定
し
た
（Justice Sep. 27, 1960

）。

２
自
由
の
た
め
の
断
食

学
生
た
ち
の
運
動
は
、
座
り
込
み
運
動
の
支
援
に
と
ど
ま
ら
な

か
っ
た
。
翌
一
九
六
一
年
、
学
生
た
ち
は
、
長
距
離
バ
ス
の
車
内
や

タ
ー
ミ
ナ
ル
で
の
人
種
隔
離
撤
廃
を
目
指
す
「
自
由
の
た
め
の
乗
車

運
動
（
フ
リ
ー
ダ
ム
・
ラ
イ
ド
）」
を
支
援
し
た
。
六
月
一
日
、
お

よ
そ
一
五
〇
人
が
学
生
会
館
で
本
の
バ
ザ
ー
を
行
っ
た
（Justice 

June 9, 1961

）。
ま
た
、
政
治
学
科
准
教
授
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ゴ
ー

ル
ド
ス
ミ
ス
（W

illiam
 Goldsm

ith

）
は
、
他
の
数
人
の
教
員
と
と

も
に
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
シ
ョ
ー
と
し
て
寸
劇
や
音
楽
を
披
露
し
、
寄

付
を
募
っ
た
。
集
め
ら
れ
た
金
は
、
逮
捕
さ
れ
た
フ
リ
ー
ダ
ム
・
ラ

イ
ダ
ー
た
ち
の
保
釈
金
の
一
部
に
充
て
ら
れ
た
（Justice M

ay 8, 
1962

）。
ま
た
、
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
で
始
ま
り
、
全
国
に
広
ま
っ
て
い
っ

た
活
動
も
あ
っ
た
。
本
節
で
は
そ
の
活
動
、「
自
由
の
た
め
の
断

食
」
を
扱
い
た
い
。

「
自
由
の
た
め
の
断
食
」
は
、
一
九
六
三
年
五
月
に
行
わ
れ
た
キ

ン
グ
牧
師
に
よ
る
一
万
人
大
行
進
の
副
産
物
で
あ
っ
た
。
行
進
に
参

加
し
た
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
の
学
生
が
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
で
は
選
挙
の
有
権

者
登
録
を
巡
っ
て
暴
力
的
な
衝
突
が
頻
発
し
て
い
る
こ
と
、
連
邦
の

食
糧
供
給
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
配
給
さ
れ
る
食
糧
が
不
足
し
て
い
る

こ
と
を
知
り
、
計
画
を
開
始
し
た
の
だ
っ
た
。
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二
年
生
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
カ
ス
ペ
（W

illiam
 Caspe

）
が
、
計

画
の
実
行
の
た
め
、「
北
部
学
生
運
動
（N

orthern Student 
M

ovem
ent

＝
Ｎ
Ｓ
Ｍ
）」
の
支
部
を
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
に
設
立
し
た
。

断
食
は
、
早
速
、
五
月
二
三
日
の
夕
方
に
設
定
さ
れ
た
。
カ
ス
ペ
と

友
人
た
ち
は
、
食
事
・
飲
み
物
を
一
食
抜
く
計
画
へ
の
賛
同
を
求
め

て
回
っ
た
。
参
加
す
る
学
生
は
、
前
も
っ
て
食
事
一
回
分
の
代
金
を

学
生
食
堂
に
支
払
い
、
食
事
を
し
な
い
こ
と
を
表
明
し
た
。
Ｎ
Ｓ
Ｍ

は
そ
の
代
金
で
小
麦
粉
や
穀
物
な
ど
常
備
食
品
類
を
購
入
し
、
ミ
シ

シ
ッ
ピ
州
お
よ
び
ア
ラ
バ
マ
州
の
学
生
非
暴
力
調
整
委
員
会

（Student N
onviolent Coordinating Com

m
ittee

＝
Ｓ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
）

と
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
の
配
給
セ
ン
タ
ー
へ
と
送
っ
た
（Justice M

ay 14, 
1963

）。

「
自
由
の
た
め
の
断
食
」
は
、
最
初
か
ら
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
で
は
大

成
功
で
あ
っ
た
。
実
に
六
〇
〇
人
以
上
が
夕
食
を
抜
い
た
。
集
め
ら

れ
た
金
は
四
五
〇
〇
ポ
ン
ド
の
食
糧
に
変
え
ら
れ
た
（Justice M

ay 
14, 1963

）。
二
度
目
の
断
食
が
実
施
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
計
画
は
全

国
に
広
が
っ
て
い
た
。
Ｎ
Ｓ
Ｍ
は
二
八
〇
校
以
上
の
大
学
と
連
絡
を

取
り
、
参
加
を
要
請
し
た
。
大
学
以
外
に
も
、
Ｎ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｐ
、
Ｓ
Ｎ

Ｃ
Ｃ
、
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
な
ど
主
要
な
公
民
権
団
体
の
す
べ
て
、
ま
た
、
ブ

ネ
イ
・
ブ
リ
ス
・
ヒ
レ
ル
財
団
と
い
っ
た
ユ
ダ
ヤ
教
関
連
組
織
の
支

持
を
得
た
（Justice Feb. 11, 1964

）。

こ
う
し
て
、「
自
由
の
た
め
の
断
食
」
は
カ
ス
ペ
が
一
九
六
五
年

に
卒
業
す
る
ま
で
の
間
に
計
三
回
行
わ
れ
た
。
二
度
目
の
断
食
（
一

九
六
四
年
二
月
二
六
日
）
に
は
四
二
校
、
三
度
目
の
断
食
（
一
九
六

四
年
一
二
月
三
日
）
に
は
お
よ
そ
一
五
〇
校
が
参
加
し
た
。
ま
た
、

第
三
回
目
ま
で
に
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
（Lyndon B. Johnson

）
大
統

領
や
キ
ン
グ
牧
師
も
活
動
へ
の
支
持
を
表
明
し
た
（Justice June 7, 

1964 ; N
ov. 24, 1964

）。

以
上
の
よ
う
に
、
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
の
学
生
た
ち
は
、
他
の
組
織
や

大
学
で
開
始
さ
れ
た
活
動
に
参
加
す
る
だ
け
で
な
く
、
自
ら
全
国
規

模
の
活
動
を
興
し
た
。
な
お
、
Ｎ
Ｓ
Ｍ
は
、
一
九
六
四
年
頃
か
ら
活

動
の
中
心
を
ボ
ス
ト
ン
の
公
立
学
校
に
お
け
る
「
事
実
上
の
（de 

facto

）
人
種
分
離
」
の
解
消
に
移
し
た
。
ボ
ス
ト
ン
の
黒
人
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
中
心
で
あ
る
ロ
ッ
ク
ス
ベ
リ
ー
に
お
い
て
、
学
生
た
ち
は

子
ど
も
た
ち
の
キ
ャ
ン
プ
や
公
園
遊
び
の
指
導
者
に
な
っ
た
り
、
勉

強
を
教
え
た
り
し
た
。

３
南
部
へ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
カ
ー

ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
の
学
生
や
教
員
の
中
に
は
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

を
離
れ
、
南
部
の
州
ま
で
出
か
け
て
行
っ
た
者
も
い
た
。
彼
ら
は
デ

モ
行
進
や
座
り
込
み
、
学
習
会
に
参
加
し
た
。
ま
た
、
夏
休
み
を
利

用
し
て
約
二
か
月
に
わ
た
り
選
挙
権
登
録
運
動
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

な
っ
た
学
生
や
卒
業
生
も
い
た
。
ま
た
、
あ
る
教
員
は
三
年
間
大
学

を
休
職
し
、
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
の
活
動
家
と
し
て
南
部
に
滞
在
し
た＊

４

。
個
人

的
に
参
加
し
た
者
も
多
く
、
正
確
な
参
加
者
の
数
を
把
握
す
る
こ
と
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は
不
可
能
で
あ
る
が
、
一
九
六
五
年
の
夏
に
は
大
学
か
ら
ま
と
ま
っ

た
数
の
学
生
が
サ
ウ
ス
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ナ
州
に
行
っ
て
お
り
、
あ
る
程

度
の
詳
細
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
団
体
は
、
南
部
キ
リ
ス
ト
教
指
導
者
会
議
（Southern 

Christian Leadership Conference

＝
Ｓ
Ｃ
Ｌ
Ｃ
）
の
も
と
に
組

織
さ
れ
た「
夏
期
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
お
よ
び
政
治
教
育（Sum

m
er 

Com
m

unity O
rganization and Political Education

＝
Ｓ
Ｃ
Ｏ

Ｐ
Ｅ
）」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
前
年
に
ミ
シ
シ
ッ
ピ
で
行
わ
れ
た

Ｓ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
主
導
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
フ
リ
ー
ダ
ム
・
サ
マ
ー
」
と
似
た

も
の
で
あ
り
、
全
国
各
地
の
大
学
で
選
ば
れ
た
参
加
者
を
フ
ロ
リ

ダ
、
ア
ラ
バ
マ
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
と
い
っ
た
南
部
の
州

の
八
〇
の
郡
に
派
遣
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
各
大
学
か
ら
の
反
応
は

好
意
的
で
あ
り
、
最
終
的
に
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
は
一
〇
〇
〇
人
が
参
加
す

る
一
〇
週
間
の
大
掛
か
り
な
も
の
に
な
っ
た
。
内
容
と
し
て
は
、
識

字
率
向
上
お
よ
び
投
票
権
登
録
運
動
と
政
治
に
つ
い
て
の
教
育
で

あ
っ
た
（Justice M

ar. 9, 1965

）。

ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
で
は
、
計
画
が
発
表
さ
れ
て
す
ぐ
に
キ
ャ
ン
パ
ス

内
に
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
の
支
部
が
設
置
さ
れ
、
ア
ト
ラ
ン
タ
の
本
部
と
連

絡
を
取
り
合
っ
た
。
春
学
期
の
間
、
参
加
予
定
の
学
生
た
ち
は
、
大

学
内
で
会
合
を
持
っ
た
。
南
部
に
移
動
す
る
前
に
、
彼
ら
は
地
方
の

権
力
の
構
造
を
学
び
、
そ
の
地
で
起
こ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
過
去

の
新
聞
記
事
を
読
み
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
の
人
種
関
係
と
紛
争
の
歴

史
に
つ
い
て
学
ん
だ
（Justice A

pr. 13, 1965

）。

ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
か
ら
は
、
二
三
人
の
学
生
が
サ
ウ
ス
キ
ャ
ロ
ラ
イ

ナ
州
の
三
つ
の
郡
で
一
夏
を
過
ご
し
た
（Leventhal 2005: 518

）。

彼
ら
は
、
三
〇
〇
〇
人
分
の
投
票
権
登
録
、
劇
場
一
軒
と
コ
イ
ン
ラ

ン
ド
リ
ー
二
軒
の
人
種
隔
離
廃
止
、
そ
し
て
、
地
元
の
人
々
が
今
後

も
投
票
権
登
録
活
動
を
進
め
て
行
け
る
よ
う
作
業
グ
ル
ー
プ
を
組
織

す
る
な
ど
し
た
（Justice O

ct. 5, 1965

）。
カ
ル
フ
ー
ン
郡
に
派
遣

さ
れ
た
一
人
の
女
子
学
生
は
、
隣
の
オ
レ
ン
ジ
バ
ー
グ
郡
の
選
挙
登

録
の
応
援
に
出
か
け
、
登
録
会
場
の
裁
判
所
で
フ
リ
ー
ダ
ム
ソ
ン
グ

を
歌
っ
て
い
た
こ
と
で
逮
捕
さ
れ
、
留
置
場
で
一
夜
を
明
か
し
た
。

ま
た
、
白
人
至
上
主
義
団
体
ク
・
ク
ラ
ッ
ク
ス
・
ク
ラ
ン
に
よ
り
、

彼
女
と
仲
間
た
ち
の
住
ん
だ
家
の
窓
ガ
ラ
ス
は
銃
で
撃
た
れ
、
粉
々

に
な
っ
た
と
い
う
（Goldsm

ith 1968

）。

こ
の
よ
う
に
、
公
民
権
運
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
お
い
て
、
ブ

ラ
ン
ダ
イ
ス
大
学
は
重
要
な
働
き
を
し
た
。
一
九
六
三
年
一
一
月
に

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で
開
催
さ
れ
た
「
宗
教
と
人
種
に
関
す
る
学
生
指

導
者
会
議
」
に
参
加
し
た
学
生
は
、
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。「
全
体

的
な
印
象
と
し
て
、
公
民
権
の
組
織
が
学
内
に
あ
り
、
学
内
に
何
の

差
別
も
な
い
と
い
う
点
で
、
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
は
実
に
ユ
ニ
ー
ク
な
大

学
だ
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
感
じ
た
。
私
た
ち
は
主
に
、
大
学
で
の

差
別
の
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
て
い
る
時
は
、
受
け
取
り
学
ぶ

側
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
情
報
を
提
供
す
る
側
で
あ
っ
た
」

（Justice D
ec. 10, 1963

）。
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Ⅲ
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
大
学
に
お
け
る

ブ
ラ
ッ
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

１
キ
ン
グ
暗
殺
後

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
ワ
ッ
ツ
地
区
な
ど
各
地
で
の
人
種
暴
動
、
ス

ト
ー
ク
リ
ー
・
カ
ー
マ
イ
ケ
ル
（Stokely Carm

ichael

）
に
よ
る

「
ブ
ラ
ッ
ク
・
パ
ワ
ー
」
の
声
明
は
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
の
人
種

関
係
の
変
化
を
示
す
象
徴
と
な
っ
た
。
黒
人
た
ち
は
、
一
九
六
四
年

公
民
権
法
お
よ
び
一
九
六
五
年
投
票
権
法
の
制
定
に
満
足
し
な
か
っ

た
。
彼
ら
は
白
人
社
会
へ
の
統
合
で
は
な
く
、
黒
人
と
し
て
の
自
ら

の
尊
厳
の
確
立
を
望
ん
だ
。
非
暴
力
の
方
針
を
放
棄
し
、
白
人
メ
ン

バ
ー
を
追
放
す
る
団
体
が
現
れ
た
。

こ
う
い
っ
た
人
種
関
係
の
亀
裂
、
あ
る
い
は
再
人
種
隔
離
の
傾
向

は
、
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
も
観
察
さ
れ
た
。
一

九
六
八
年
四
月
四
日
に
キ
ン
グ
牧
師
が
暗
殺
さ
れ
た
時
、
ブ
ラ
ン
ダ

イ
ス
・
ア
フ
ロ
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
ク
ラ
ブ
は
、
黒
人
学
生
だ
け
の
た

め
の
瞑
想
を
構
内
の
ハ
ー
ラ
ン
・
チ
ャ
ペ
ル
で
行
っ
た
。
同
時
に
彼

ら
は
、
大
学
が
主
催
す
る
追
悼
集
会
に
は
参
加
し
な
い
こ
と
を
決
議

し
た
（Justice A

pr. 9, 1968

）。

キ
ン
グ
の
死
後
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
利
益
を
よ
り
目
に
見
え
る
形

で
組
み
入
れ
る
よ
う
要
求
す
る
動
き
が
、
国
全
体
に
お
い
て
も
、
ま

た
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
に
お
い
て
も
高
ま
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
ア
フ
リ

カ
研
究
あ
る
い
は
ア
フ
リ
カ
ン
・
ア
メ
リ
カ
ン
研
究
専
攻
の
コ
ー
ス

の
設
置
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
教
職
員
・
学
生
の
増
員
、
キ
ン
グ
と
そ

の
功
績
を
讃
え
て
の
奨
学
金
の
設
置
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
志
願
者
向

け
の
入
試
制
度
の
実
施
な
ど
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
要
求
の
一
部
は
、
大
学
の
努
力
に
よ
り
早
い
段
階
で
実

現
さ
れ
た
。
一
九
六
八
年
の
う
ち
に
、
高
校
卒
業
ま
で
教
育
的
に
不

利
な
環
境
に
あ
っ
た
者
に
対
し
、
大
学
の
授
業
の
履
修
と
並
行
し
て

英
語
や
数
学
の
補
習
授
業
を
行
う
「
移
行
年
プ
ロ
グ
ラ
ム

（T
ransitional Y

ear Program

＝
Ｔ
Ｙ
Ｐ
）」
が
導
入
さ
れ
た
。
応

募
資
格
と
し
て
人
種
は
特
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
入
学
事
務
責

任
者
に
よ
る
と
、
Ｔ
Ｙ
Ｐ
の
開
始
に
よ
り
黒
人
学
生
の
数
は
「
か
な

り
目
立
っ
て
増
加
」
し
た
と
い
う
（Justice O

ct. 8, 1968

）。
ま

た
、
黒
人
学
生
を
対
象
と
し
た
「
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ル
ー
サ
ー
・
キ
ン

グ
奨
学
金
」
も
設
置
さ
れ
た
。

一
方
、
他
の
要
求
に
つ
い
て
は
、
な
か
な
か
進
捗
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
。
と
く
に
、
要
求
事
項
の
一
番
目
に
挙
げ
ら
れ
た
ア
フ
リ
カ

お
よ
び
ア
フ
リ
カ
ン
・
ア
メ
リ
カ
ン
研
究
学
科
の
設
立
に
つ
い
て

は
、
四
月
に
教
育
方
針
委
員
会
に
要
望
が
伝
え
ら
れ
た
も
の
の
、
九

月
ま
で
議
論
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
う
い
っ
た
事
情
に
よ

り
、
学
生
の
間
で
は
、
要
求
が
実
現
に
向
か
っ
て
い
る
の
か
疑
う
声

が
上
が
っ
て
い
た
。
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２
フ
ォ
ー
ド
・
ホ
ー
ル
の
占
拠
と
そ
の
後

一
九
六
九
年
に
入
っ
て
間
も
な
く
、
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
の
キ
ャ
ン
パ

ス
で
騒
擾
が
起
こ
っ
た
。
一
月
八
日
午
後
二
時
、
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
・

ア
フ
ロ
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
ク
ラ
ブ
の
学
生
約
一
五
人
が
、
前
年
四
月

に
大
学
に
提
示
し
た
「
一
〇
項
目
の
要
求
」
の
実
現
を
求
め
て
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
室
の
あ
る
建
物
、
フ
ォ
ー
ド
・
ホ
ー
ル
を
占
拠

し
た
の
だ
っ
た
。
当
日
の
夜
九
時
ま
で
に
、
立
て
籠
も
る
学
生
の
数

は
お
よ
そ
六
五
人
ま
で
増
え
た＊

５

。

立
て
籠
も
り
は
す
ぐ
に
は
終
わ
ら
な
か
っ
た
。
実
際
そ
れ
は
一
一

日
間
続
き
、
大
学
全
体
を
動
揺
さ
せ
た
。
八
日
午
後
七
時
四
五
分
、

モ
リ
ス
・
エ
イ
ブ
ラ
ム
（M

orris A
bram

）
学
長
は
、
教
授
会
が

一
五
三
対
一
八
で
黒
人
学
生
た
ち
の
行
動
を
非
難
す
る
決
議
を
採
択

し
た
と
発
表
し
、直
ち
に
建
物
か
ら
去
る
よ
う
呼
び
か
け
た（Justice 

Jan 10, 1969

）。
さ
ら
に
一
一
日
に
は
、
学
生
た
ち
の
威
嚇
的
行
動

に
よ
っ
て
大
学
が
方
針
変
更
を
行
う
こ
と
は
な
い
と
正
式
に
表
明

し
、
そ
の
旨
を
記
し
た
文
書
を
同
窓
生
や
関
係
者
に
送
付
し
た

（B
randeis U

niversity, O
ffice of the President Jan. 13, 

1969

）。
共
感
、
恐
れ
、
敵
意
、
混
乱
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
で

人
々
は
「
マ
ル
コ
ム
Ｘ
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
と
い
う
垂
れ
幕
が
掲
げ

ら
れ
た
フ
ォ
ー
ド
・
ホ
ー
ル
を
見
上
げ
た
。

と
は
い
え
、
黒
人
学
生
に
よ
る
建
物
の
占
拠
や
ス
ト
ラ
イ
キ
自
体

は
、
こ
の
時
期
、
国
内
の
他
所
で
も
起
こ
っ
て
い
た
。
実
際
、

フ
ォ
ー
ド
・
ホ
ー
ル
で
の
立
て
籠
も
り
は
、
前
年
秋
か
ら
黒
人
、
ヒ

ス
パ
ニ
ッ
ク
系
、
ア
ジ
ア
系
の
学
生
に
よ
る
ス
ト
ラ
イ
キ
が
多
発
し

て
い
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
州
立
大
学
で
前
日
に
起
こ
っ
た
警
察
と

学
生
の
衝
突
事
件
に
刺
激
さ
れ
て
始
ま
っ
た
も
の
で
、
同
様
の
動
き

は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
大
学
ク
イ
ー
ン
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
な
ど
い
く
つ

か
の
大
学
で
も
起
こ
っ
て
い
た
。

そ
の
意
味
で
、
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
に
お
け
る
立
て
籠
も
り
事
件
の
特

殊
性
は
、
白
人
学
生
た
ち
の
反
応
に
あ
っ
た
。
彼
ら
は
黒
人
学
生
を

支
援
し
た
の
だ
っ
た
。
八
日
の
夕
方
に
は
五
〇
〇
人
が
集
会
を
開

き
、
立
て
籠
も
っ
て
い
る
学
生
た
ち
に
対
す
る
大
赦
を
要
求
す
る
こ

と
を
決
議
し
た
。
大
学
当
局
に
提
出
さ
れ
た
要
望
書
に
は
、
全
学
生

二
六
〇
〇
人
の
う
ち
八
九
〇
人
が
署
名
し
た
と
い
う
。
ま
た
一
四
日

に
は
、
黒
人
学
生
の
要
求
の
実
現
を
求
め
て
約
三
〇
〇
人
が
学
長
室

の
あ
る
建
物
の
廊
下
に
座
り
込
み
、
二
五
人
が
ハ
ン
ガ
ー
・
ス
ト
ラ

イ
キ
を
開
始
し
た
。
一
月
二
一
日
に
始
ま
る
予
定
だ
っ
た
期
末
試
験

の
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
も
、五
〇
〇
人
以
上
が
賛
同
を
表
明
し
た（Justice 

Jan. 14, 1969

）。

結
局
、
何
一
つ
要
求
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
立
て
籠

も
り
は
終
わ
っ
た
。
一
月
一
八
日
午
後
五
時
、
お
よ
そ
七
五
人
の
黒

人
学
生
た
ち
が
フ
ォ
ー
ド
・
ホ
ー
ル
の
二
階
の
非
常
用
階
段
か
ら
外

に
出
て
き
た
（Justice Jan. 21, 1969

）。

と
は
い
え
、
大
学
当
局
の
対
応
は
他
大
学
と
は
異
な
っ
た
。
黒
人
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学
生
に
学
科
長
選
出
の
権
限
を
与
え
る
と
い
う
要
求
は
退
け
た
も
の

の
、
教
授
会
は
、
一
月
一
三
日
に
は
ア
フ
リ
カ
お
よ
び
ア
フ
リ
カ

ン
・
ア
メ
リ
カ
ン
研
究
学
科
を
設
立
す
る
方
向
性
を
承
認
し
、
四
月

二
四
日
に
は
一
九
六
九
年
秋
の
設
置
を
正
式
に
発
表
し
た
（Justice 

A
pr. 29, 1969

）。
こ
う
し
て
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
は
、
学
生
の
圧
倒
的

多
数
が
白
人
で
あ
り
な
が
ら
、
独
立
し
た
ア
フ
リ
カ
ン
・
ア
メ
リ
カ

ン
研
究
学
科
を
極
め
て
早
い
時
期
に
持
っ
た
大
学
の
一
つ
と
な
っ

た
。結

び
に
か
え
て
―
―
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
の

ホ
ー
ム
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
大
学
の
可
能
性

本
稿
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
初
め
て
か
つ
唯
一
の
世
俗
的
ユ
ダ

ヤ
人
大
学
で
あ
る
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
大
学
の
創
設
の
経
緯
と
そ
の
精

神
、
そ
れ
に
続
く
学
生
た
ち
の
公
民
権
運
動
お
よ
び
ブ
ラ
ッ
ク
・
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
関
与
に
つ
い
て
検
証
し
た
。
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス

は
、
ユ
ダ
ヤ
人
大
学
で
あ
り
な
が
ら
学
生
や
教
員
を
ユ
ダ
ヤ
人
に
限

定
も
優
先
も
し
な
い
方
針
を
採
っ
た
。
ま
た
、
学
生
た
ち
は
、
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
差
別
を
撤
廃
す
る
た
め
の
活
動
に
積
極
的
に
コ

ミ
ッ
ト
し
た
。
こ
う
し
て
同
大
学
は
、
機
会
の
平
等
と
自
由
、
正
義

と
い
う
「
ア
メ
リ
カ
の
理
想
」
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
の

信
念
を
、
差
別
を
行
っ
て
い
る
他
大
学
あ
る
い
は
国
全
体
に
示
し
た

の
だ
っ
た
。

さ
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
建
国
は
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
大
学
の
開
学
と
同

じ
一
九
四
八
年
で
あ
る
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

に
お
け
る
シ
オ
ニ
ス
ト
運
動
に
対
す
る
賛
否
と
ユ
ダ
ヤ
人
大
学
の
創

設
に
対
す
る
そ
れ
は
連
動
し
て
い
た
。
早
く
は
一
九
二
二
年
、

ニ
ュ
ー
マ
ン
・
ラ
ビ
が
ユ
ダ
ヤ
人
大
学
の
設
立
を
提
唱
し
た
時
に

は
、
ユ
ダ
ヤ
人
大
学
は
「
シ
オ
ニ
ス
ト
に
よ
る
非
ア
メ
リ
カ
的
行
動

の
論
理
的
最
高
点
で
あ
り
」、「
必
要
な
く
、
ユ
ダ
ヤ
人
と
ア
メ
リ
カ

人
に
と
っ
て
有
害
で
あ
る
。
根
本
的
な
誤
解
に
基
づ
い
た
考
え
で
あ

る
」（N

ew
m

an 1923: 32-34

）
と
断
じ
ら
れ
た
。

し
か
し
、
創
設
賛
成
派
は
逆
に
、

反
シ
オ
ニ
ス
ト
は
、（
中
略
）
パ
レ
ス
チ
ナ
に
ユ
ダ
ヤ
人
の

ホ
ー
ム
や
国
家
を
建
設
す
る
こ
と
は
、
離
散
状
態
で
住
ん
で
い

る
国
家
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
平
等
な
権
利
の
た
め
の
闘
い
を

放
棄
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
主
張
し
て
い
た
の
だ
。
そ
こ
で

シ
オ
ニ
ス
ト
達
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
抑
圧
の
あ
る
す
べ
て
の
国
の

個
人
や
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
人
道
に
か
な
っ

た
民
主
主
義
的
な
扱
い
の
た
め
に
闘
う
こ
と
に
よ
り
、
人
類
社

会
の
た
め
に
奉
仕
す
る
の
だ
と
抗
弁
し
た
の
だ
（N

ew
m

an 
1923: 48

）。

と
、
シ
オ
ニ
ズ
ム
に
普
遍
的
な
人
道
主
義
・
民
主
主
義
が
存
す
る
と



174

主
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ユ
ダ
ヤ
人
大
学
の
創
設
と
シ
オ
ニ
ズ
ム
の

両
方
を
支
持
す
る
発
言
を
行
っ
た
。
実
際
、
ゴ
ー
ル
ド
ス
タ
イ
ン
は

シ
オ
ニ
ス
ト
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
・
シ
オ
ニ
ス
ト
機
構
の
会
長
を
務

め
た
こ
と
も
あ
っ
た＊

６

。

も
と
も
と
シ
オ
ニ
ス
ト
運
動
は
、
居
住
国
家
へ
の
忠
誠
心
が
強
く

同
化
程
度
の
高
い
ユ
ダ
ヤ
人
の
間
で
忌
避
・
非
難
さ
れ
て
い
た
が
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
も
そ
の
傾
向
は
同
様
で
あ
っ
た
。
一
八

九
七
年
に
セ
オ
ド
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ル
（T

heodor H
erzl

）
が
ス
イ

ス
の
バ
ー
ゼ
ル
で
第
一
回
シ
オ
ニ
ス
ト
会
議
を
開
催
す
る
と
、
ア
メ

リ
カ
・
ラ
ビ
中
央
評
議
会
は
、
同
年
の
年
次
大
会
に
お
い
て
「
ユ
ダ

ヤ
人
国
家
を
建
設
し
よ
う
と
す
る
い
か
な
る
試
み
に
も
反
対
す
る
」、

「
ユ
ダ
ヤ
教
は
政
治
的
な
も
の
で
も
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
も
の
で
も
な

く
、
精
神
的
な
も
の
」
と
す
る
決
議
を
採
択
し
た
。
二
〇
世
紀
に

入
っ
て
か
ら
は
、
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
委
員
会
も
「
我
々
は
自
ら

を
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
は
み
な
さ
な
い
。
我
々
は
宗
教
共
同
体
で
あ
る

…
…
そ
れ
ゆ
え
パ
レ
ス
チ
ナ
へ
の
帰
還
も
…
…
ユ
ダ
ヤ
人
国
家
に
関

す
る
い
か
な
る
法
の
再
生
に
も
期
待
し
て
い
な
い
」
と
し
て
、
シ
オ

ニ
ズ
ム
へ
の
抵
抗
感
を
あ
ら
わ
に
し
た
（
池
田 

二
〇
〇
四
：
六
九
―

七
〇
）。

こ
の
よ
う
に
、
社
会
経
済
的
な
差
別
を
受
け
る
こ
と
は
あ
る
に
せ

よ
、
法
的
に
は
ユ
ダ
ヤ
人
も
非
ユ
ダ
ヤ
人
と
同
じ
「
市
民
」
で
あ
る

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
は
、
シ
オ
ニ
ズ
ム
は
ま
す
ま
す
の
こ
と

少
数
派
の
突
出
し
た
動
き
と
な
り
、
全
体
と
し
て
ユ
ダ
ヤ
人
は
イ
ス

ラ
エ
ル
建
設
に
対
し
て
消
極
的
、
慎
重
な
姿
勢
を
採
っ
て
い
た
。
同

じ
よ
う
に
、
自
ら
に
向
け
ら
れ
る
迫
害
・
差
別
を
「
ホ
ー
ム
」
の
建

設
に
よ
っ
て
究
極
的
に
克
服
し
よ
う
と
い
う
シ
オ
ニ
ズ
ム
と
同
じ
論

理
で
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
ユ
ダ
ヤ
人
大
学
が
設
立
さ
れ
る
こ
と

は
叶
わ
な
か
っ
た
。
人
種
・
民
族
が
溶
け
合
う
「
る
つ
ぼ
」
を
是
と

す
る
こ
の
国
で
は
、
他
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
お
よ
び
彼
ら
の
「
平
等
」

も
包
摂
し
、
追
求
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
、
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
大
学
は
、
長
き
に
わ
た
っ
て
「
祖

国
」
建
設
を
求
め
、
ま
た
実
際
に
イ
ス
ラ
エ
ル
国
が
建
設
さ
れ
る
も

暮
ら
し
の
祖
国
を
ア
メ
リ
カ
に
定
め
た
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
に
よ
っ
て
、

「
差
別
が
な
く
少
数
派
が
生
き
や
す
い
、
社
会
的
正
義
の
実
現
の
た

め
の
理
念
の
ホ
ー
ム
」
と
し
て
建
設
さ
れ
、
成
長
し
て
い
っ
た
と
い

え
る
か
も
し
れ
な
い
。

「
三
つ
の
祖
国
」
の
議
論
に
照
ら
す
と
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は
、
ユ
ダ

ヤ
人
の
ル
ー
ツ
の
祖
国
と
呼
ぶ
に
は
離
散
状
態
が
あ
ま
り
に
も
長
き

に
わ
た
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
彼
ら
は
、
タ
ル
ム
ー
ド
（
口
伝

律
法
）
を
「
持
ち
運
べ
る
祖
国
」
と
し
、
ユ
ダ
ヤ
人
と
い
う
文
化
的

共
同
体
を
ル
ー
ツ
と
し
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
国
は
最
初
か
ら
居
住
を
想

定
し
な
い
「
遠
き
に
あ
り
て
思
ふ
」
理
念
の
祖
国
と
な
っ
た
と
も
い

え
る
。
実
際
、
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
の
イ
ス
ラ
エ
ル
移
住
の
動
き

は
目
立
た
ず
、
現
在
に
お
い
て
も
世
界
最
大
の
ユ
ダ
ヤ
人
人
口
を
擁

す
る
の
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
大

学
は
シ
オ
ニ
ス
ト
ら
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
も
の
の
、
ミ
ニ
・
イ
ス
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ラ
エ
ル
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。「
約
束
の
地
」
と
し
て
ロ
シ
ア
・
東

欧
か
ら
の
ユ
ダ
ヤ
移
民
が
目
指
し
た
ア
メ
リ
カ
の
平
等
、
自
由
、
正

義
を
、
暮
ら
し
の
祖
国
以
上
に
希
求
し
実
現
で
き
る
場
と
し
て
、
ア

メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
の
理
念
の
ホ
ー
ム
と
な
っ
た
。

な
お
、
公
民
権
運
動
参
加
者
の
意
識
に
お
い
て
も
イ
ス
ラ
エ
ル
の

位
置
づ
け
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
あ
る
人
物
は
、「
イ
ス
ラ
エ
ル
に

一
年
間
留
学
し
ラ
ビ
に
な
ろ
う
と
し
た
が
、
女
性
で
あ
る
た
め
に
叶

わ
ず
、
帰
国
し
公
民
権
運
動
に
参
加
し
た
」
と
語
っ
た
（Booth 

2005

）。
ま
た
別
の
者
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
を
支
持
せ
ず
、
一
九
八
〇

年
代
に
は
ユ
ダ
ヤ
人
に
よ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
支
援
団
体
の
代
表
者
を
務

め
た＊

７

。
こ
う
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
大
学
お
よ
び
イ
ス
ラ
エ
ル
の
位
置
づ

け
、
そ
し
て
ユ
ダ
ヤ
人
内
部
の
多
様
性
に
鑑
み
る
と
、
ア
メ
リ
カ
・

ユ
ダ
ヤ
人
に
と
っ
て
の
「
三
つ
の
祖
国
」
は
あ
ま
り
に
も
複
雑
に
絡

み
合
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

◉
注

＊ 

１ 

ア
メ
リ
カ
の
ユ
ダ
ヤ
教
に
は
改
革
派
、
保
守
派
、
正
統
派
の
三
つ

の
大
き
な
宗
派
が
あ
る
。

＊ 

２ 

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
お
け
る
「
割
当
制
」
を
学
術
的
に
論
じ
た
研

究
と
し
て
は
、K

arabel

（2005

）、Synnott

（1979

）、Steinberg

（2001

［1981

］）、Pollak

（1983

）
な
ど
が
あ
る
。

＊ 

３ 

現
在
で
は
イ
ス
ラ
ム
教
の
礼
拝
所
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。

＊ 

４ 

ジ
ェ
イ
コ
ブ
・
コ
ー
エ
ン
（Jacob Cohen

）
教
授
に
対
す
る
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
（
二
〇
一
二
年
五
月
八
日
）
よ
り
。

＊ 

５ 

『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』
紙
で
は
八
〇
人
、『
シ
カ
ゴ
・
ト

リ
ビ
ュ
ー
ン
』
紙
で
は
一
一
〇
人
と
報
道
さ
れ
た
（N

ew
 Y

ork 
T

im
es Jan. 9, 1969 ; Chicago T

ribune Jan. 10, 1969

）。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
の
黒
人
学
生
の
か
な
り
の
部
分
が
立
て
籠

も
り
に
参
加
し
た
と
い
う
。　

＊ 

６ 

ル
イ
・
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
も
シ
オ
ニ
ス
ト
運
動
指
導
者
で
あ
っ
た

が
、
彼
自
身
は
一
九
四
一
年
に
死
亡
し
て
お
り
、
大
学
名
に
彼
の
名
を

使
用
す
る
こ
と
は
ゴ
ー
ル
ド
ス
タ
イ
ン
の
希
望
と
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
の
遺

族
の
了
解
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
（Goldstein 1951: 79-82

）。

＊ 

７ 

ア
イ
ラ
・
グ
ル
ッ
パ
ー
（Ira Grupper

）
氏
に
対
す
る
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
（
二
〇
一
三
年
一
一
月
二
日
）
よ
り
。
グ
ル
ッ
パ
ー
氏
は
ジ
ョ
ー

ジ
ア
州
お
よ
び
ミ
シ
シ
ッ
ピ
州
で
公
民
権
活
動
に
参
加
し
た
。
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